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砲台
※発火管検出
砲台
※発火管検出

薩摩軍主要陣地薩摩軍主要陣地

大クス大クス

田原坂公園北半部
※砲弾片密度高
田原坂公園北半部
※砲弾片密度高

田原坂資料館田原坂資料館

小松山砲台小松山砲台

字　宮ノ前字　宮ノ前

三ノ坂際の調査地
※砲弾片密度高
三ノ坂際の調査地
※砲弾片密度高

五輪塔（本来の位置）
※弾痕多
五輪塔（本来の位置）
※弾痕多

田原坂左方の谷田原坂左方の谷

銃弾極多銃弾極多

銃弾極多銃弾極多

谷村計介碑谷村計介碑

砲台砲台
政府軍陣地
※3 月 4 日奪取
政府軍陣地
※3 月 4 日奪取

見張り場の適地
※付近の墓石に弾痕
見張り場の適地
※付近の墓石に弾痕
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原原
坂坂

↑↑
脇往還
※山鹿へ
脇往還
※山鹿へ

伝　住民避難地伝　住民避難地

豊岡小学校
※兵火焼失
豊岡小学校
※兵火焼失

中中谷谷 川川中中中谷谷谷 川川川
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陣地遺構陣地遺構

湧水点湧水点

銃弾極多銃弾極多

薩摩軍主要陣地
※通称宮山 ( 字　宮ノ原の高所）

薩摩軍主要陣地
※通称宮山 ( 字　宮ノ原の高所）

弾痕の家
※松下家土蔵
弾痕の家
※松下家土蔵

熊野座神社
※砲弾片密度高
熊野座神社
※砲弾片密度高

100m0

3 月 15 日
政府軍侵攻ルート
3 月 15 日
政府軍侵攻ルート

3 月 6 日・16 日
政府軍侵攻ルート
3 月 6 日・16 日
政府軍侵攻ルート

宮山争奪戦の経過

宮山の位置と周辺状況

3 月 4 ～ 20 日の田原坂の戦い。様々な文献資料に、連日のように宮山争奪戦に関する
記事が認められる。なかでも具体性が高いもの（激しい戦いがあった）を列記する。
　6　日：政府軍　田原坂左方の谷から進撃。3 つの塁を抜き、熊野座神社に放火。また、
　　　  対岸の二俣に砲塁 2 座を増築、田原坂背後の塁（宮山の陣地）を砲撃。
　　　　薩摩軍　午前 10 時頃より政府軍歩兵の来襲、持ち場を捨て一隊を引き揚げ。
　8　日：政府軍　宮山にて猛烈銃撃、さらに銃剣を携え砲台に吶喊。2 つの塁を奪取。
　　　　薩摩軍　宮山から砲撃。一方、政府軍からの砲撃間断無し（物量差示す）。　
15 日：政府軍　午前 6 時頃、北方より宮ノ前（熊野座神社の東側一帯）に進出。
　　　　薩摩軍　宮ノ原（同神社の南側）より、抜刀にて 1 時間ほど応戦。
16 日：政府軍　田原坂左方の谷から進撃。薩摩軍　宮ノ原より押し下して下射。

　宮
山
は
、
小
字
「
宮
ノ
原
」
の
高
所
一
帯
を
指
し
、
田
原
熊
野
座
神
社

（
以
下
「
熊
野
座
神
社
」）
が
鎮
座
す
る
こ
と
か
ら
呼
び
馴
ら
わ
さ
れ
た
通
称

で
あ
る
。
豊
岡
台
地
の
最
高
所
に
あ
っ
て
四
方
よ
り
支
谷
が
入
り
込
み
、
防

御
の
適
地
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
田
原
坂
を
上
り
き
っ
た
箇
所
か
ら
分
岐
し

て
山
鹿
へ
と
続
く
脇
往
還
が
延
び
て
お
り
、
交
通
の
要
所
で
も
あ
る
。

　薩
摩
軍
は
、
こ
の
絶
好
の
要
害
を
主
要
陣
地
と
し
た
。
前
号
（vol.11

）

で
特
集
し
た
田
原
坂
公
園
北
半
部
と
と
も
に
薩
摩
軍
に
と
っ
て
の
本
丸
と
な

り
、
同
時
に
政
府
軍
の
主
要
攻
撃
目
標
と
も
な
っ
た
。

—
　

西
南
戦
争
を
考
古
学
す
る
　

そ
の
２
　

—

　
激
戦
、
田
原
坂
の
戦
い
。
な
か
で
も
、
宮
山
と
通
称
さ
れ
る
高
所
は
薩
摩
軍
の
主
要
陣
地
と
な
り
、

砲
台
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
一
帯
で
は
特
に
激
し
い
戦
い
「
宮
山
争
奪
戦
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
熊
本
市
は
、
田
原
坂
の
戦
い
の
主
要
舞
台
で
あ
る
豊
岡
台
地
に
お
い
て
考
古
学
的
手
法
を
踏
ま
え

た
現
地
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
見
え
て
き
た
「
宮
山
争
奪
戦
」
の
実
態
を
紹
介
す
る
。

特
集
　

実
地
検
証
「
宮
山
争
奪
戦
」



0 5m

宮山の景色

田原坂左方の谷

宮山に残る陣地遺構

薩摩軍の記録では、宮山に設けた薩摩軍砲台を「田原坂北之手松山台場」・「小松山台場」と記して
いる。「北之手」・「山」は、田原坂三ノ坂の北側高所にあったという意味であろう。

北西に広く開口する田原坂左方（北西側）の支谷は、政府軍の宮山侵攻の主要ルートであった
とみられる。谷筋には、政府軍が駆け上がったであろう道が残っている。

　
個
別
の
陣
地
構
築
に
際
し
て
は
、
地
形
・
地
物
の
利
用
、
創
意
工
夫
、
資
材
現
地
調

達
、
短
期
間
な
ど
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
形
状
は
様
々
で
あ
る
。

　
宮
山
で
は
、
熊
野
座
神
社
境
内
の
南
西
に
隣
接
し
、
境
内
よ
り
約
５
ｍ
高
く
視
射
界

が
広
い
位
置
に
お
い
て
陣
地
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
半
円
形
と
直
線
を
組

み
合
わ
せ
た
形
に
土
手
を
巡
ら
せ
、
北
側
・
北
東
側
に
向
け
射
撃
す
る
た
め
の
胸
壁
で
、

薩
摩
軍
が
構
築
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
な
お
、
豊
岡
台
地
全
体
で
見
る
と
、
他
に
溝
状
の
踏
み
分
け
道
や
段
畑
を
利
用
し
た

陣
地
遺
構
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

豆
が
飛
び
散
る
戦
場

　
薩
摩
軍
四
番
大
隊
七
番
小
隊
　

財
部
與
之
進

の
述
懐
。
宮
山
争
奪
戦
で
は
・
・
・

「
我
軍
ハ
コ
コ
ニ
豆
俵
ヲ
以
テ
台
場
ヲ
築
キ
」、

「
敵
ノ
銃
丸
ガ
台
場
ニ
来
タ
ル
毎
ニ
我
々
ノ
頭

ニ
バ
ラ
バ
ラ
ト
当
タ
リ
タ
リ
」

　
現
地
か
ら
奪
っ
た
豆
俵
を
胸
壁
に
積
ん
で
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
切
迫
し
た
状
況
下
で
陣
地
が
構
築
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

熊野座神社北東側の支谷。3 月 15 日、政
府軍はこの谷筋から侵攻したとみられる。

正面の高所付近に砲台を設けたとみられ
る。奥の矢印は熊野座神社の鎮守の森。

二ノ坂の古写真。この一帯には松が繁り、
「松山」の名の由来になったとみられる。

谷筋から宮山を望む。政府軍は切り立つ
ような斜面を上ったことがうかがえる。

谷筋上位の道、通称「観音坂」。宮山の北
西側へまっすぐに伸びている。

熊野座神社の西側背後。谷筋道の突当り
付近には小銃弾が極く多かったという。

右図を東側から見た写真

　陣地内出土の薬莢・未使用弾
　※火点を示す。未使用弾は薬
 　莢（緑青）が僅かに残る。

熊野座神社境内の南西に隣接する陣地遺構

▶

陣地遺構の想定復元

▶

↓↓

熊野座神社

↓↓小銃弾極多

↓↓
大きく折れた松　　　　　　　

熊野座神社の森

土手低（狭間？） ↓↓

熊野座神社境内

小銃弾

薬莢
未使用弾

四斤砲弾片

凹道 ※中世の堀？

5m0

↓↓
支谷

↓↓



遺物の種類

熊野座神社における遺物分布・陣地（胸壁）想定図

神社境内（南東から）

境内南側の薬莢集中部
※赤串は薬莢，黄串は小銃弾

スナイドル銃薬莢

スナイドル銃未使用弾 2 点

スペンサー銃薬莢

スナイドル銃弾

脇往還

↓↓ 山鹿へ

段上から流出した
可能性が高い薬莢

10m0

小銃弾

薬莢
未使用弾

四斤砲弾片

道際

段上
平坦地

陣地想定範囲

その他

本殿

陣地遺構

熊野座神社－軍用遺物の分布が語るもの

薬莢の集中部分、薬莢と小銃弾の集中が重なる部
分は陣地（胸壁）があった箇所とみられる。小銃
弾集中はこれを狙ったものでろう。なお、スナイ
ドル銃未使用弾全 9点の多くが、薬莢近くで検出
されていることも陣地存在の傍証といえる。

これによれば、陣地は境内の道際・平坦地・背後
の段上の三段に構築されていたと想定される。

　熊
野
座
神
社
は
、
政
薩
両
軍
が
攻
守
を
入
れ
替
え
な
が
ら
戦
い
を
繰
り
返
し
た

地
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
地
形
が
良
好
に
残
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
地
元

の
許
可
を
得
た
う
え
で
金
属
探
知
機
を
用
い
た
調
査
を
行
な
っ
た
。

　結
果
、
多
く
の
軍
用
遺
物
が
検
出
さ
れ
、
火
点
（
小
銃
の
発
射
位
置
）
を
示
す

薬
莢
の
集
中
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
分
布
は
当
時
の
原
位
置
を
ほ

ぼ
留
め
て
お
り
、
戦
い
の
実
態
を
う
か
が
い
得
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。



鉄鍋の把手・胴部片

手てんごの想定（『年刊田原坂 vol.10』表紙）

接合・復元した四斤砲弾
※ほぼ完形に復元。
　破片はまとまって
　出土した。
　着弾時、破裂前に
　土にめり込み、破
　片が飛散しなかっ
　たためである。

政府軍砲台と宮山陣地の位置
※宮山はいずれの砲台からも射程内。
　なお、100 ㎡あたりの砲弾片点数の最
　多は三ノ坂際の調査地で、政府軍砲台
　から見れば宮山の最前面にあたる。

▶

政府軍二俣瓜生田砲台から見た豊岡台地
※熊野座神社の鎮守の森は砲撃の目安と
　なったと考えられる。

▶

▶

手てんご薬莢
写真・実測図

ネジ実測図

検出状況

田原坂資料館蔵の弾薬箱
※蓋に「スナイトル実包四百四拾
　發　砲兵支廠」の墨書がある。

木質部が腐植せずに残っており、2
本 1組で、その間隔、木質部の厚さ、
木目の方向が一致することなどから
使用部位が判明した。

陣地跡の古写真（植木）
※土のうを積んだ胸壁の脇に廃棄され
　た弾薬箱が写っている。
　ネジの検出から、熊野座神社でも同
　様の光景があったとみられる。

熊野座神社の森

↓↓

煤付着

0 2㎝

木質部残存

弾薬箱内面

箱内の弾薬包はレプリカ
（各 10 発入り）

政府軍
古閑砲台

政府軍
瓜生田砲台

政府軍
二ノ坂砲台

田
原

坂

木
葉
川

熊野座神社

宮山陣地

三ノ坂際の調査地

0 2㎝

0 300　ｍ

熊野座神社－陣地の様子がうかがえる資料

弾薬箱のネジ

手てんご薬莢

鉄鍋で料理？

熊野座神社－砲撃目標となった主要陣地

第一旅団会計部長　川口武定『従征日記』には
鍋に関わる記述が見られる。
〇　陣営の雑具使用・消費表に「大鍋 9個」。
〇　3 月 17 日の記事。鶏肉を蒟蒻・牛蒡と一緒
　に煮る、牛肉を切干大根と一緒に煮るなど。

　境
内
平
坦
地
の
南
寄
り
で
検
出
さ
れ
た
真
鍮

製
の
ネ
ジ
。
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
弾
の
弾
薬
箱
の
部

品
と
考
え
ら
れ
る
。

　陣
地
内
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
資
料
と
い
え
る
。

付
近
で
検
出
さ
れ
た
薬
莢
が
全
て
ス
ナ
イ
ド
ル

薬
莢
で
あ
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　「手
て
ん
ご
」
―
　聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、

手
慰
み
、
手
悪
戯
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

　境
内
の
北
東
部
、
道
際
か
ら
検
出
し
た
ス
ナ
イ
ド
ル

薬
莢
の
筒
部
片
は
、
明
ら
か
に
意
図
的
に
潰
さ
れ
、
折

り
曲
げ
ら
れ
て
い
た
。
道
際
に
設
け
た
胸
壁
に
拠
る
銃

卒
が
、
戦
闘
の
合
間
に
手
で
玩
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　熊
野
座
神
社
で
検
出
さ
れ
た
軍
用
遺
物
に
お
け
る
組
成
の

大
き
な
特
徴
は
、
砲
弾
片
の
比
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

　検
出
数
は
七
十
九
点
（
主
に
四
斤
砲
弾
弾
殻
片
）。
百
平

米
あ
た
り
の
点
数
は
〇.

九
九
点
で
、
こ
れ
は
豊
岡
台
地
上

の
各
調
査
地
の
平
均
〇.

三
三
点
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　鉄
鍋
片
は
四
点
。
い
ず
れ
も

境
内
平
坦
部
北
東
寄
り
、
胸
壁

想
定
域
の
背
後
か
ら
検
出
さ
れ

た
点
が
注
目
さ
れ
る
。



北

▼飫肥隊士　永野勇七述懐録の付図
※大正 4年（1915）、62歳となった永野勇七
　が山鹿口の戦い（鍋田付近と推定）の戦況
　を描いたもの。
　政府軍の銃兵が松並木に拠っており、「松ノ
　根ノ兵ハ松ヲ小立ニシテウチマス」とある。

境内樹木と胸壁想定図

▼

杉木金属反応箇所立面図杉木銃撃方向模式図

鳥居脇北側杉木への攻撃方向想定図

杉木を楯にした射手（想定）

杉木から検出
　された小銃弾

15.0ｍ

反応 3 箇所

小銃弾 5 点検出

反応 3 箇所

鳥居北側杉木

№6

№3

№2

№1

北西

北東

西

南西

南

南東

東

当時の樹表

射入口

●　高位
●　中位
●　低位

高位の主方向

中位の主方向

低位の主方向

鳥居脇
北側杉木

熊野座神社

100m0

切株（反応無し）

金属反応等あり
反応無し

薬莢
小銃弾

※アミは胸壁想定域

左下に拡大図

政府軍

砲弾着弾 ?

薩摩軍

10m0

拡大図

東面

0.0ｍ

西面

5.0ｍ

10.0ｍ

当時の 1ｍ高
（推定）

輪切り

輪切り

輪切り

輪切り

№1

№2
№3 №4

№5№6

№7№7 №8

№9
№10

№11

№12
№13

№14

№15
№16

№17№17

№18

№19

№20№20

№21

●　高位
●　中位
●　低位

撃ち下し

防御

仰攻・弾雨

道際 境内平坦地

樹木

遺物

樹木を弾除けに射撃

杉木の金属反応箇所に見る戦況

熊野座神社－ 
　境内樹木から見た戦況

境内（陣地）の道際には樹木が多く、防御の弾除けになる一方、攻撃の
際には邪魔になったであろう。そのため、射界がひらける道路際に胸壁
を設けたとみられ、これは、道路際に薬莢が多いことからもうかがえる。
東側から攻撃する際は、まずはこの胸壁に拠る射手を狙ったであろう。
道際の樹木に金属反応が認められるのは、このことを示すと考えられる。

　「
考
古
学
」
と
い
え
ば
、
調
査
対
象
は
地
下
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
が
、
西
南
戦
争
な
ど
の
戦
跡
遺
跡
に
お
い
て
は
地
上
も
そ

の
対
象
と
な
る
。
構
造
物
や
樹
木
な
ど
で
あ
る
。

　
熊
野
座
神
社
境
内
の
樹
木
は
好
例
で
あ
り
、
金
属
探
知
機
を
用

い
た
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
四
本
に
つ
い
て
反
応
が
認
め
ら

れ
た
。
う
ち
折
損
の
た
め
伐
採
し
た
二
本
に
つ
い
て
反
応
箇
所
を

彫
り
込
ん
だ
り
、
輪
切
り
に
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、
小
銃
弾
・

砲
弾
片
の
実
物
が
検
出
さ
れ
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
金
属
反
応
が
あ
っ
た
位
置
で
あ
る
。
銃
撃
さ

れ
た
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
戦
況
の
想
定
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
鳥
居
脇
北
側
の
杉
木
の
金
属
反
応
箇
所
（
高
さ
と
向
き
）
に
は
概
ね
相
関

性
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
戦
況
を
示
す
と
想
定
さ
れ
る
。

　
低
位
（
№
　
〜
　
）
は
主
に
南
東
側
高
所
か
ら
の
撃
ち
下
し
弾
で
杉
木
を

楯
に
し
た
射
手
を
狙
っ
た
も
の
、
中
位
（
№
　
〜
　
）
は
西
側
の
境
内
背
後

段
上
か
ら
の
防
御
弾
、
高
位
（
№
　
〜
　
）
は
北
側
か
ら
の
仰
攻
弾
ま
た
は

弾
雨
の
可
能
性
が
あ
る
。
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本殿濡れ縁の高欄の小銃弾

玉垣建設記念碑
※大正 14年造。2年前の関東
　大震災以降に普及したコンク
　リート製である。

検出された和鏡片
※被熱により歪み、変色している。

不自然な方向から撃ち込まれた拝殿の弾痕
※左は、弾の通過方向からみて、本来なら壁板
　（再建時のものか）に穴が認められるはず。

▼

拝殿柱の基礎
※灯籠笠石。再
　建時の転用か。

熊野座神社境内

※文化 8年銘墓石

※文化 14年銘灯籠右側

※文化 14年銘灯籠左側

※万延 2年銘石祠

※安政 5年銘墓石

田原の五輪塔実測図

字宮ノ前の墓地

※弾痕は 28箇所と密度が高い。これを楯に
　した兵を狙い撃ちしたためと考えられる。
　大きい欠失は砲弾痕の可能性が高い。

小銃弾の射入方向
※床板に穴は無い。

砲弾痕か

貫通

正面 背面

0 50㎝

熊野座神社－兵火を受けた社殿炎に浮かび上ったご神体の怪

宮山の弾痕

和鏡片が語るもの

社殿の再建を示すもの

神鏡。あるいはご神体か。破片のため
不明だが、中世の型式ではある。
江戸時代の地誌『肥後国誌』に、本神
社は肥後の中世領主菊池氏の創建とあ
り、これを傍証する資料といえる。

弾痕には、撃ち込まれた方向に不自然なものが認められ、
このことが戦闘後再建の裏付けとなる。本殿濡れ縁の高欄
の桁に見られる小銃弾は、下の床板側から射入している。

　三
月
六
日
、
宮
山
争
奪
戦
の
緒
戦
。
近
衛
歩
兵
第
一
連
隊
の
岡
　

良

頼
少
尉
率
い
る
右
半
隊
は
田
原
坂
左
方
の
谷
を
駆
け
上
り
、
薩
摩
軍

が
拠
る
熊
野
座
神
社
に
放
火
。
社
殿
は
兵
火
に
包
ま
れ
た
。

　こ
の
こ
と
を
示
す
資
料
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　本
殿
妻
側
の
水
神
彫
刻
に
付
け
ら
れ
た
由
緒
札
に
は
墨
書
で

「
明
治
十
年
九
月
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
社
殿
は
戦
闘

後
間
も
な
い
時
期
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
の
鎮

守
社
に
対
す
る
人
々
の
厚
い
信
仰
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　社
殿
に
は
多
数
の
弾
痕
や
突
き
刺
さ
っ
た
銃
弾
の
実
物
が
認

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
再
建
時
に
周
辺
の
樹
木
を
建
材
と
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　境
内
前
に
あ
る
戦
後
五
〇
年
の
玉
垣
建
設
記
念
碑
。

　碑
文
に
は
、
薩
摩
兵
高
埼
能
昌
が
不
思
議
に
も
燃
え
盛

る
社
殿
上
の
「
炎
光
」
に
ご
神
体
が
現
れ
る
の
を
見
、
郷

里
種
子
島
に
持
ち
帰
っ
て
守
護
神
と
し
て
祀
っ
た
。
大
正

七
年
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
生
田
伊
八
は
こ
れ
を
請
い
受

け
、
改
め
て
奉
安
し
た
と
あ
る
。

　な
お
、
ご
神
体
が
何
か
は
不
明
で
あ
る
。

　熊
野
座
神
社
と
周
辺
の
石
造
物
に
は
弾
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が

多
い
。
宮
山
争
奪
戦
の
激
し
さ
を
示
す
資
料
と
い
え
る
。

　認
め
ら
れ
る
の
は
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
製
の
石
造
物
で
、
安
山
岩
な

ど
比
較
的
硬
質
の
石
材
品
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
当
時
の
火
力
の
限

界
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

※
弾
痕
を
特
集
し
た
『
年
刊
田
原
坂vol.10

』
で
は
不
掲
載
の
資
料
写
真
を
紹
介
す
る
。



弾込部弾込部

ブラシ部ブラシ部

全長 137.5 ㎝
重さ 1.6 ㎏
全長 137.5 ㎝
重さ 1.6 ㎏

円環金具円環金具

木柄部木柄部

円環部円環部 固定部固定部

装杖装杖

【表紙】　3 月 6 日、大阪鎮台第 8 連隊第 2 大隊所属
　洲本珉平と豊島玄之助は、田原坂右翼に配属された
　その日に熊野座神社焼亡の猛火を目撃する。二人に
　は…それは火の神カグツチから、これから続く激し
  い戦いの日々を告げられたように思われた。

ブ
ラ
シ
部

　
ブ
ラ
シ
は
獣
毛
か
。
こ
れ
を
八
条
の
溝
に
針
金
と
銅
製
鋲
で

植
え
付
け
、
さ
ら
に
隙
間
に
膠
を
埋
め
て
固
定
さ
せ
て
い
る
。

　
ブ
ラ
シ
毛
は
摩
耗
し
、
頻
繁
な
使
用
が
う
か
が
え
る
。

木
柄
部

　
樹
種
は
樫
か
。
ブ
ラ
シ
部
に
近
い
部
分
の
塗
装
の
剥
げ
が
著

し
い
。
弾
込
め
時
に
握
ら
れ
、
摩
滅
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

円
環
金
具

　
木
柄
を
貫
通
し
、
下
半
は
割
ピ
ン
状
に
固
定
し
て
い
る
。

　
移
動
時
、
放
射
台
の
フ
ッ
ク
に

掛
け
る
た
め
の
留
具
で
あ
る
。

弾
込
部

　
釣
鐘
形
を
呈
し
、
先
端
と
結
合

部
に
補
強
金
具
を
嵌
め
て
い
る
。

　
径
三.

八
㎝
、
深
さ
二.

九
㎝

の
刳
り
込
み
が
あ
り
、
内
側
端
部

は
四
斤
砲
弾
頭
部
に
合
う
よ
う
に

斜
め
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
　

新
資
料
の
紹
介
　

ー
　

装
杖

　

ー

『兵器沿革史』（陸軍省 1913 年）掲載写真

ブラシ部

木柄部

円環金具

弾込部

　
令
和
七
年
度
、
熊
本
市
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
な
か
で
、
特
に
貴
重
な
資
料
を
紹
介
す
る
。

装
杖
。
四
斤
砲
（
前
装
砲
）
に
付
属
す
る
木
製
用
具
で
あ
る
。
砲
弾
・
装
薬
（
発
射
用
の
火
薬
）
を

押
し
込
む
弾
込
部
と
砲
身
内
の
火
薬
残
滓
な
ど
を
清
掃
す
る
ブ
ラ
シ
部
が
両
端
に
あ
る
。
ブ
ラ
シ
の

毛
が
擦
り
減
れ
ば
廃
棄
さ
れ
る
よ
う
な
消
耗
品
で
あ
り
、
現
存
例
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
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